


可能性と実装の視点

よかった点
現場の実装から
見えてきたこと

今後に向けた示唆
（次に活かす視点）

• 生活目標の言語化
→利用者自身の行動選択の機会

• ３ヶ月という期限設定
→『卒業』を意識した関わり

• 実際に
→就Bへの移行というアウトカム

• 既存の通所介護PG
→集団化・構成化されたサービス設計

• C型としての関わり
→日常業務の”合間”で行われた

• 結果として
→全く新しい業務ではなく，

『既存業務の再定義』に近い形で運用

① 人
職員が『何のためのC型』を

共有できること

② 構造
既存サービスの流れで

無理なく組み込める設計

③ 支援像
『やってあげる』ではなく
『本人が動くことを後押しする支援』

C型は『卒業』を出す制度ではなく，『支援の質を確認し、見直してみる』ではないか？





体力の向上

活動的（主体的）な生活

心理的改善

Gardner.er.al(2000)
「Improved function outcome following
exercise rehabilitation 」

Hauser.er.al(2003)
「Cognitive impairment decreases postural control
during dual tasks in geriatric patients with a

history of severe falls. 」

トレーニング群の改善した運動能力は、ト
レーニング後の身体的活動性につながってい
ない。外部からの支援がないと、以前の習慣
的な生活スタイルに戻ってしまう。

Hauser.er.al

(2003)

好きなことをやる
必要と思っていることをやる
Social interactionの活用

※運動だけでは活動的
にならない！

Tinetti.er.al

(1994)

◆グループ効果
◆人とのふれあい

プログラム（レク）
◆ボランティア（役割）

仲間つくりが大切

「体力の向上だけで良いのか？」

＜参考＞
長崎大学 松坂教授 資料
小倉リハビリテーション病院院長 浜村先生 資料





利用者を卒業させることを考
えるプロセスは、漫然とした
ケアを見直し、事業所全体の
支援を高めるきっかけにもな
ります。





自分のところで全て行う？

さまざまなセクターとの連携も考えてみる

例えば

①入口（対象者を誰にするか）に関して、認定は受けているがほとんどサービスを
利用していない方

→ ケアマネさん（包括支援センター）との連携

②実施に関して、近隣のスポーツジムとの連携
→自治体と予防事業などで連携している企業とコラボ

③出口（卒業）に関して、ものつくりやその他ものつくり系の企業などとの連携
→NPO、企業など就労的活動や飲食、ものつくりなどを行っているところとの連携



C型は『卒業』を出す制度ではなく，

『支援の質を確認し、見直してみる』取り組みではないか？

ありがとうございました
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